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図3 N02濃度を変えて測定された 150°Cに 図4 N02感度と動作温度の関係．
おける N02センサーの応答．
膜は体積収縮してクラックが生じる．このために表面積は減少するにもかかわらず，全空孔
体積は熱処理温度 350℃まで増大する．更に熱処理温度を高めると，グレイン慌の融合がい
っそう進み，薄いクラックは埋まって全空孔体積は減少する．
さて，上に述べたような熱処理温度の上昇に伴う多孔質構造の変化はガスセンサーの感度
に影響するはずである．図3は 150℃において測定した N02ガスに対する応答である．セン
サーの電気抵抗は N02ガスを導入すると増大する．排出すると抵抗は減少するが， 150℃では
完全にはもとの値に戻らない．図4に感度の動作温度依存性を示す．どのセンサーも感度は
100℃で最大となった．この温度がしばしば報告されている感度最大の濃度200℃に比べて低
いことはセンサー動作の消費電力を低くする上で望ましいと言える．最も高い感度を示すセ
ンサーは熱処理温度が 350℃のものであった．これは，図2によれば，全空孔体積が最も大
きいものといえる．すなわち，熱処理を加えてクラックができて空孔率の高いものが高感度
となるが，あまり熱処理議度が高くなるとグレインの融合（焼結）が進みすぎて空孔率が下
がり感度が低下する．
以前の研究や今回の検討と合わせて，スパッタ膜のセンサーでは放電ガス庄力を十分高く
して得た多孔質膜に適切な温度の熱処理を加えると高い感度が得られることが分かつた．
(3）プロジェクト成果（特許，起業，技術移転等）
特になし．
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想、
特になし
(5）利用扇設
3ヶ月に一度程度電極作りのために微細加工装置を用いた．
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